
｢平地からは見えない光景｣
-ハーマン･メルヴィルの｢鐘塔｣について

岡村仁一

それから彼はその笠石の上に登り,独り腕組みしながらすっくと立ち,内に連か青く見

えるアルプスの白い頂を見つめていたが,その日は更に遠くの更に青い山々の更に白い

峰々を追っていた-これは下の平地からは到底見えぬ光景であった｡舶

1.はじめに

1855年8月1日, putnam's Monthly Magazineに初めて掲載され,翌年単行本として出版

された短編集『ピアザ物語』 (The Piazza Tales)に再掲されたMelvilleの短編, ｢鐘塔｣

("The Bell-Towerつ　は"the Dark Ages"注2 [174] ｢暗黒時代｣幕開けのイタリアを舞

台とした"mechanician" [174] ｢機械師｣Bannadonnaが指揮する"the noblest Bell-Tower

in Italy" [174] ｢イタリア-立派な鐘塔｣建設の物語である｡中でも取り分け読者の興味

をそそるのが,結局``the creator" [187] ｢その創造主｣であるBannadonnaの命を奪う

ことになる"the experimental automaton for the belfry" [174] ｢鐘楼に据える実験的な

自動人形｣の正体なのである｡

例えば自動人形を扱った同時代の作品としてすぐに思いつくのが``a pure machine"往3

｢純粋な機械｣というふれこみの"Automaton Chess-Player"舶｢自動チェス指し人形｣

の登場するPoeの短編, ｢メルツェルのチェス指し｣ ("Maelzel's Chess-Player")である｡

この作品は件の自動人形が｢純粋な機械｣どころか実は中に人が隠れており,観客の目を

欺いて人形を操作しているに過ぎない,という謎解きの物語なのであるが,興味深いこと

にBannadonnaの自動人形も実際``wrapped in a dark sack or cloak'つ176] ｢黒い袋な

いしは被いに包まれて｣鐘楼に搬入される際, "a shrewd old blacksmith present ventured

the suspicion that it was but a living man" [176-77] ｢その場にいた鋭敏な老鍛冶職人

が,あれは只の生きている人間ではないのか,という疑念を敢えて表明した｣と告げられ

ている｡作品中に数多登場する見物人たちの憶測に混じり,さりげなくおかれているこの

老人の発言も, Melvilleの他の作品に登場する人生を知り尽くした老賢人,例えば『白鯨』

{Moby-Dick)の"old Manxman"'1-5 ｢マン島の老人｣や, 『ビリー･バッド』 {Billy Budd,

Sailor)の"old Dansker"舶｢老デンマーク人｣の当を得た発言を思い起こすにつけ,簡

単に見過ごすことはできぬ様に思えるのだが,結局物語の最後まで読み進めてみても,そ

の真偽を明らかにすることは出来ない｡ Melvilleが敢えて物語の全貌,取りわけ完成した

暁には"Talus" [184]と呼ばれることになっていた自動人形の正体を明かさない理由は

一体どこにあるのであろうか?
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2H障蔽の技法

Melvilleの諸作品の中には全貌の掴めぬままミステリー仕立てで物語が進行し,登場人

物間にあれこれ憶測が乱れ飛んだ末,最後に謎解きのなされる構成の作品がある｡ 例えば

`̀Thatmoment,acrossthelong-benightedmindofCaptainDelano,a凸ashofrevelation

swept,illuminatinginunanticipatedclearnesshishost'swholemysteriousdemeanor,

witheveryenigmaticeventoftheday,aswellastheentirepastvoyageoftheSam

Dominick."注7｢その瞬間,今までずっと五里霧中だったデラノ船長の心に啓示が閃いて,

滞在している船の主の得体の知れぬ態度全体が,その日のあらゆる謎めいた事件と,サン･

ドミニック号のこれまでの航海全体を含め,思いもかけぬ明確さで照らし出された｣とい
うアメリカ人船長, CaptainDelanoが反乱奴隷の手からスペイン人船長を救う中編,｢ベ

ニト･セレノ｣("Benito Cereno'')や,夜中にテーブルの中から聞こえてくる "Tick!

Tick!"｢カチカチ｣という"astrange,inexplicablesound"注8｢不思議な,説明不能な音｣

の正体が,材料となったリンゴの木に産み付けられてから "afteronehundredandfifty

years' entombment"注9｢150年も埋葬されていた後で｣やっと酵化した虫がたてる音で

あった,と最後に判明する短編,｢リンゴ材のテーブル｣("TheApple-TreeTable")が

それに相当する｡

その一方,Melvilleは今現在語られている問題の再認識と謎解きをむしろ読者に委ね,

敢えて語り手自ら真相をつまびらかにしないという芸術的なテクニックを用いる作家とし

ても知られている｡ 例えば ｢魔の群島｣("TheEncantadas,orEnchantedisles")に於い

て,無人島に独りとり残された混血の寡婦,Hunillaの悲劇を物語る際,"Thehalfshallhere

remainuntold.ThosetwounnamedeventswhichbefellHunillaonthisisle,letthem

abidebetweenherandherGod.''注10｢ここでは事件の半ばは語らずにおこう｡ つまり,

この島でウニイヤにふりかかった語られざる二つの事件については永久に彼女と彼女の神

のみが知るものとして触れずにおこう｣とするし,『白鯨』第54章, ｢タウン･ホ一号の物
語｣("TheTown-Ho'sStory")でSteelkiltが船長に自分を鞭打つ事を思いとどまらせた

鍵となる重要な発言は "inaudibletoallbuttheCaptain''注11｢船長にしか聞こえない｣と
して記されず, 『タイピー』(Typee)においてはタイピー族の人肉噂好の噂に対し,遂に

主人公Tommoによりその真偽が確認されることはな く,｢書記バー トルビー｣
("Bartleby,theScrivener")では,終いまで読んでみたところでBartlebyの身元がはっ

きりと明かされることもない｡更に『ビリー ･バッド』第22章でヴイア艦長(CaptainVere)

が収監されているBillyを訪ね,他人を介さずに面会する場面では,いくら読者がCaptain

Vereの真意を知りたくとも,"Beyondthecommunicationofthesentence,whattook

placeatthisinterviewwasneverknown."注12｢刑の宣告の伝達以外に,この会見で何が

起こったかということは誰にも判っていない｣とされている｡ このような芸術的な｢隠蔽｣

のテクニックも,作品 ｢鐘塔｣に関してはまた更に複雑な様相を帯びている様に思える0
作品 ｢鐘塔｣の言わんとしている事が読み手に分かり稚い原因のひとつには,真実が伏

せられていることにより,真実を知らぬ者の側に様々な憶測を呼び,それがまた一人歩き

を始めることにより物語をより複雑にしている事情が挙げられる｡ 例えばMelvilleの他

の作品でも ｢ベニト･セレノ｣において,サン･ドミニック号で反乱を起こした黒人の側
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が反乱を隠蔽し平静を装っているのに対し,それが見抜けぬアメリカ人船長Delanoは

却ってスペイン人船長Cerenoが陰謀を企てているのではないのかという疑念を抱いてさ

えいるし,｢バートルビー｣においては,どうにもBartlebyの身元を知る術のない語り手

が物語の最後で耳にした,ある "vaguereport"'jj三13｢不確かな噂話｣にすがり, 『詐欺師』

(TheCof7fidence-Man)第1章で登場した "amanincream colors"注14｢亜麻色の服を着

た男｣の身元に対する他の乗客たちの千差万別の憶測が,続く第2章の冒頭で生の声とし

てそのまま列挙されている｡ ここで注意しなければならないのは,真実を明らかにせず敢

えて伏せたまま唆味にしておくことと,真実が明らかにされないのをよいことに単なる憶

測を敢えて真実だと決めつけることとは全く別物だということである｡そのことに気がつ

かないとこの ｢鐘塔｣という作品の本質を大きく取り違える恐れがある｡ Melvilleの他の

作品でもこの類例が見られ,例えば 『ビリー ･バ ッド』における "News from the

Mediterranean"批5｢地中海便 り｣という見出しで当時の海軍の週報に載ったBillyの実像

を大きく歪めて伝えている記事がその代表として挙げられるが,｢鐘塔｣中のBannadonna

により鋳造された鐘の傷の隠蔽もこれに相当する様に思える｡ その意味でも ｢鐘塔｣はま
さに ｢隠蔽｣"conceal''[176]がテーマの作品だと言えるのである0

3,Bannadonnaの隠蔽

Dillinghamは "MelvilleナSlanguageindescribingTalusiscarefullychosentosuggest

thatthecreatureismorethanmerelyarobot."托16｢自動人形タロスを描写する際のメル
ヴイルの言葉遣いはこの創造物が単なるロボット以上のものだと推測されるよう注意深く

選ばれている｣と言い,例えば "Strangesounds,like h̀alf-suppressedscreamsand

plainings,'seem toissuefrom him."注17｢彼から発せられる棟に思われる 『半ば押し殺し

た叫び声,叩き声』といった奇妙な音｣や "Whenthechiefmagistrateadmiresthebell
asBannadonna'smasterpiece,asoundisheardfrom Talus,asifheisjealously

objecting."注18｢第一執政官がバンナドンナの最高傑作だと言って鐘を貴賛すると,あた

かも嫉妬して反抗しているかのようにタロスから音が聞こえてくる｣こと,"Whenacup

isfoundinthebelfry,thereaderisconfrontedwiththepossibilitythatthecreature

takes nourishment."注19｢鐘楼で茶碗が見つかったとき,読者はこの創造物が食事を執っ

ているという可能性と直面する｣ことや "Inanotherplacethesuggestionismadethat
Talushasalteredhissittingpositionandagainthatheisbreathing."注20｢他の箇所でも
タロスが着座姿勢を変えたり,またしても呼吸しているという灰めかしがなされている｣
といった例を挙げているが,その点に関する作品中の具体的な記述としては,以下のもの

が挙げられる｡

(1)But,astheobjectrose,astatuarypresentObserved,orthoughthedid,thatitwasnot

entirelyrigid,butwas,inamanner,pliant.Atlast,whenthehiddenthinghadattaineditsfinal

height.and,obscurelyseenfrombelow.seemedalmostofitselftostepintothebelfry,asifwith

littleassistancefromthecrane.…[176](その物体が上に昇って行くに連れ,その場に屠合わせた

一人の彫刻家が,それは必ずしも硬直したものではなく,言ってみれば柔軟なものであることに

気づいた,あるいは気づいたように思った｡そしてその隠蔽された物がとうとう最後の高みに達
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すると,下からおぼろげに見えた感じでは,まるで起重機からの助けも無しにひとりで鐘楼の中

へと踏み込んでいった様に思えた｡)

(2)Itseemednowseateduponsomesortofframe,orchair,containedwithinthedomino注21

[177](それは,今や ドミノ仮装衣をまとって一種の台か椅子に腰を掛けている格好になってい
た｡)

(3)...andonewhisperedtotheother,thatthiscupwasjustsuchaoneasmight,inmockery.be

offeredtothelipsofsomebrazenstatue,or,perhaps,stillworse.[177](この茶碗こそ,あの真

鉄製の彫像,いやもしかしたらもっと下等なものかもしれないが,とにかくその唇にふざけ半分

に差し出すのに格好の代物ではないかとひとりの執政官がもうひとりに噴きかけた｡)

(4) Theyevendreadedlest,whentheyshoulddescend,themechanician,thoughwithoutaflesh

andbloodcompanion,forallthat,wouldnotbeleftalone.[177](このまま自分たちが塔を下りて

いけば,あの機械師が,血肉をそなえた者と一緒というわけではないにしても,とにかく独り取

り残されるということはないのでは,とすらふたりは恐れた｡)

(5) "whenHamanthere,aslmerrilycallhim,- him?it,Imean-''[178]｢あのハマン,私は
面白半分で彼のことをそう呼んでいるのですが,彼,といいますか,いや<それ>のことでして

-･｣

(6) `̀Hark!isthat-afootfallabove?''

"Mortar,Eccellenza;sometimesitdropstothebelfry-Boorfromthearchwherethestone-

workwasleftundressed.Imusthaveitseento.…"[180]

｢しっ !あれは- 頭上に聞こえるのは足音か ?｣
｢漆喰の落ちてくる音でございます,閣下｡アーチの石細工の装いが終わっていないものです

から,時折漆喰が鐘楼の床へ落ちてくるのです｡仕上げはしっかりやっておくつもりでおりま

す｡｣

(7) "Hark!-sureweleftnosoulabove?''

"Nosoul,Eccellenza:restassured,nosoul.- Againthemortar.''

"Itfellnotwhilewewerethere."

"Ah,inyourpresence,itbetterknewitsplace,Eccellenza," blandlybowedBannadonna.

[180]

｢しっ !- 上には本当に誰もいないのか ?｣

｢誰もいません,閣下｡ご安心 ください｡人っ子独 りお りません- またしても漆喰の仕業で

ございます｡｣

｢わしらが上にいたときには,あんなものは落ちはしなかったぞ｣
｢それはもう,御身の前では,身の程をわきまえていたのでございましょう,閣下O｣バンナド

ンナは穏やかにお辞儀をした｡

これらの記述から伺えるようにBannadonnaは自動人形の正体が ｢純粋な機械｣ではな
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く,人間 (生き物)である事を二人の執政官に知られまい,知られまいと一見振る舞って

いる様に見えるのであるが,その実,裏を返すと寧ろ単なる ｢真鎗製の彫像,いやもしか

したらもっと下等なものかもしれない｣自動人形があたかも人間 (生き物)であるかのよ

うにわざと装っているとも考えられるのである｡ Bannadonnaが鐘楼落成の当日まで自動

人形の正体を明らかにしなかった理由は,実はBannadonnaの隠蔽のこの両義性にある

ように思える｡ Bannadonnnaは何故にこのように自動人形の正体がどちらにも取られる

様な態度を取 り続けたのであろうか ?その答えはBannadonnaの死により,鐘楼の上で

唯一真実を知ることになる二人の執政官の執った,以後の行動に表れている様に思える｡

4,執政官の隠蔽

定刻の1時を過ぎても約束の鐘が鳴らないことでBannadonnaの身の上に異変を察し

た二人の執政官は急ぎ鐘楼に駆け登り,そこで ｢真実｣を目の当たりにするが,『自鯨』
第54章 ｢タウン･ホ一号の物語｣において "Tashtegorambledinhissleep,andrevealed
somuchofitinthatway,thatwhenhewaswakenedhecouldnotwellwithholdthe

rest"ti'i=･22｢タシュテゴは眠っている間に寝言で,その秘密の大半を口走ってしまい,目を

覚まして残りの秘密も話さざるを得なくなってしまった｣のとは異なり,"Nortoanyafter

urgency,eveninfreeconvivialhours,Wouldthetwaineverdisclosethefullsecretsof

the belfry."[182]｢この二人の執政官はどんなに人からせがまれても,また羽目を外し
た酒宴の席においてすら鐘楼の秘密を完全に打ち明けようとはしなかった｣という｡ しか

も自動人形をめぐる一連の失敗にもかかわらず,いや寧ろそれ以前に鐘の鋳造過程で職人

を殺害するという罪を犯 してさえいるというのにBannadonnaは "stately funeral"

[186]｢国葬｣の栄誉に浴することになるのは,以下のような事情がその背景にあったか
らと考えられる｡

Thecastingofsuchamasswasdeemednosmalltriumphforthecaster;one,too,inwhichthe

statemightnotscorntoshare.Thehomicidewasoverlooked.Bythecharitablethatdeedwas

butimputedtosuddentransportsofestheticpassion,nottoanyflagitiousquality.Akickfrolnan

Arabiancharger:notsignofvice,butblood.[176]

このような巨大なものの鋳造は,鋳造した者にとって大勝利と見なされたのみではない｡国家自体

が黙ってその勝利を分かち合うことを辞すはずがなかろう｡人殺しの件は見逃され,慈悲をもって

この件に臨んだ人たちは,その殺人行為を,審美的情熱からの突発的に生じた忘我状態によるもの

と判断し,極悪非道の性質を帯びたものではないとしたoいわばアラビア産の駿馬の一蹴りであり,

悪徳の印ではなく,サラブレッドの血統の印というわけであった｡

そもそもBannadonnaが時の権力者から鐘塔の設計者に選ばれた経緯は以下のようなも

のであった｡

Infirmresolve,nomaninEuropeatthatperiodwentbeyondBallnadonIla.Enrichedthrough

commercewiththeLevant,thestateinwhichhelivedvotedtohavetlle110blestBelトTowerin

Italy.Hisreputeassignedhimtobearchitect.[174]
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当時,その堅忍不抜さにおいてこのバンナドンナを凌ぐ者はヨーロッパ広Lと言えども一人も居な

かった｡彼の住んでいた国は,レバント地方との交易によって富を増し,ついにはイタリアー立派

な鐘塔を建造しようと票決した｡バンナドンナはその世評の故に設計者とされたのである｡

ここで問題とされているのはBannadonnaの芸術家としての資質ではなく,むしろその

"passion''｢情熱｣や "firm resolve"｢堅忍不抜さ｣といった ｢世評｣の方で,事実,彼
が大衆から支持された理由も "Thatwhichstirredthem sowas,seeingwithwhat

serenitythebuilderstoodthreehundredfeetinair,uponanunrailedperch.Thisnone

buthedurstdo."[175]｢人々がかくも感動を覚えたのは,空中高く,地上から三百フィー

トもある,手摺りなしの止まり木の上に平然と立ち尽くす彼の姿を見たからであった｡こ

れを敢えてなし得るのは,彼をおいて他にあるまい｣と,世間が睦冒するその行動の

"serenity"｢沈着冷静さ｣に重きが置かれて説明されている｡ Bannadonnaを物語る際用

いられる言葉が,世間受けするその行為行動を巡るもので,その芸術には一切関係ないこ

とは注目に値する｡ 鐘の鋳造場面でも "Fearless as Shadrach,Bannadonna,rushing

throughtheglow,smotethechiefculpritwithhisponderousladle."[176]｢シャデラク
のごとく恐れを知らぬバンナドンナは灼熱の中を突進し手にした柄杓で最も日に余る者を

打ち殺した｣と描写され,一歩も退かぬその "fearless"｢剛胆な｣様子のみが強調されて
いる｡どこよりも高い塔,どれよりも大きな鐘を作ろうとするBannadonnaはひたすら,

高さ,大きさに拘り,そこから一歩も引かぬ剛月旦さを示すことにより名声を得,芸術性よ

りもむしろ塔の高さ,鐘の大きさを坊俳とさせるその創造者の ｢壮大さ｣を示すパフォー
マンスで大衆を庄倒してきた棟に思える｡

そうだとすると,鐘楼の上で二人の執政官が目撃したものが,短編｢めでたい失敗｣"The

HappyFailure"でその語り手が目にする "theboxwherethecoiledanacondasand

adders lay"注23｢とぐろを巻いたアナコンダやクサリへどの様にぐるぐる巻になったコイ

ルが入った箱｣であったとしたら一大事である｡ あたかも優れた自動人形が実在するかの

ように演じてきたBannadonnaの偽装を鐘楼の上で目の当たりにし,全ての真実が明ら

かになった以上,"Thesamenight,itwassecretlyloweredtotheground,smuggledto

thebeach,pulledfarouttosea,andsunk."[182]｢その晩,自動人形は密かに地面に下

ろされ,そっと浜まで持ち出され,遠か沖まで引っ張っていかれ,そこで沈められた｣理

由も領ける｡ "great mechanician"[174]｢偉大な機械師｣を失った今,二人の執政官は
どのような行動を取らなければならないのか ? ｢イタリアー立派な鐘塔｣に相応しい ｢偉
大な機械師｣の ｢世評｣を保つため,急速今度は自分たちがその偽装に荷担しなければな

るまい｡以下の記述はその後二人の取ったパフォーマンス及びそれがもたらした効果で

あったと考えられる｡

Certainitis,thatanarquebusswascalledforfrombelow.Andsomeadd,thatitsreport言ollowed

byafiercewhiz,asofthesuddensnapplngOfamain-sprlng,Withasteelydin,asifastackof

swordbladesshouldbedasheduponapavement,theseblendedsoundscameringingtotheplain,

attractingeveryeyefarupwardtothebelfry,whence,throughthelattice-work,thinwreathsof

smokewerecurling.
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Someaverredthatitwasthespaniel,gonemadbyfear,whichwasshot.This,othersdenied.

Trueitwas,thespanielnevermorewasseen;and,probably,forsomeunknownreason,it

sharedtheburialnowtoberelatedofthedomino.[182]

火縄銃が下から取り寄せられたのは確かである｡ その銃声の後,突然主発条が切れる様なビューン

という鋭い風を切る音が聞こえたかと思うと,刀剣が束になって舗道の上に叩きつけられるような

耳を聾する鋼の音も同時に聞こえ,それらの音が混ざり合って平地にまで鳴り響き,皆が一斉に遥

か鐘楼の上を仰ぎ見ると,格子細工を通して幾筋もの薄い煙が立ちのぼっていた,と付け加える者

もあった｡

撃たれたのは恐怖のために狂ったスパニエル犬だ,と言う者もあれば,またそれを否定する者も

あった｡確かにその後,そのスパニエル犬の姿を見た者はなく,おそらくは何らかの知られざる理

由のため,これから語るドミノ仮装衣の者の埋葬と運命を共にしたのであろう｡

一見 ｢ドミノ仮装衣の者｣を撃った,ないしはその正体を見て怯えたスパニエル犬を撃っ

たとされる火縄銃の一件も,実は単なる空砲であり,殊更 "Eventheostensiblemethod

ofdestroyingTalus-byshootinghim-seemsmoreappropriateforthedestructionof

amanthanforastatueoramachine."批4｢銃で撃った,という表向きにされたタロスの

破壊方法でさえ,彫像や機械を破壊するためというより寧ろ人間を殺すためといった方が

より適切だと思われる｣様に大衆を導くための演出だと捉えると合点がゆく｡ もはや中身
など問題ではない｡肝心なのは中身を装うパフォーマンスの方なのである｡ "The two

magistrateswhodiscoverthedeadBannadonnawillneverrevealanythingofwhat

happened,perhapsbecauseitwouldbetoofantasticforthepeopletobelieve."lj-i.:25｢死ん

だバンナ ドンナを発見する二人の執政官は実際に起こったことを何一つ打ち明けようとし

ないが,おそらくその理由はそれが誰も信じられぬほどあまりにも奇想天外であるからで

あろう｣とDillinghamは言う｡ ところが実はそうではなく,｢実際に起こったこと｣が公

表できぬ理由が ｢誰も信じられぬほどあまりにも奇想天外であるからであろう｣と大衆に
自ずと思わせるために二人の執政官はわざと公表しないのである｡ Bannadonnaの自動人

形Talusは,失敗 したとはいえ,天才の名に相応 しい,計 り知れないほど複雑で大がか

りな,しかも何やら恐ろしい,｢誰も信 じられぬほどあまりにも奇想天外｣な装置であっ

たらしい,という風評さえたてば良いのだ｡かくしてBannadonnaは権力の手で作 られ

た ｢偉大な｣芸術家となり,その意味で ｢国葬｣に偲する英雄となったのだ｡

『白鯨』第32章,｢鯨学｣("Cetology")では ｢小さな建造物は最初に手がけた建築家が
完成させてしまうかもしれないが,大きな建造物,本物の建造物ともなれば,仕上げの笠

石を常に後世に委ねるものだ｣("Forsmallerectionsmaybefinishedbytheirfirst

architects;grandones,trueones,everleavethecopestonetoposterity.'')心 と大事業の

達成し難さが述べられている｡ "Tothesoundofviols,theclimax-stoneslowlyroseinair.

and,amidthefiringofordnance,waslaidbyBannadonna'shandsupoIlthefinal

course.")[175]｢弦楽器の演奏に合わせ笠石がゆっくりと空中に昇 り,砲声の轟 く中,
バンナ ドンナの手により最後の石層の上に載せられた｣"Bell-Tower''が,見かけの壮大

さとそれに負けず劣らず堂々と振る舞うその創造者のパフォーマンスにより ●̀otherbirds

upon theplain"注27｢平地の他の鳥たち｣からはいかに高く,いかに立派に見えようが,
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やはりMelvilleの目に叶う大事業とは程遠く,"aCatskilleagle"注28｢キヤツキル山脈の

鷺｣の目から見れば ｢本物の建造物｣とは到底成 り得ないのである｡

5.BannadonnaとBemvenutoCe"ini

かつてMelvilleが 『白鯨』中の "Ahab"と題する章で,その名の船長を描写するのに
"likeCellini'scastPerseus"注29｢チェッリーこのベルセウス像の様な｣と誓え,後年,1857

年 3月24日にフローレンスを訪れた際,実際そのベルセウス像を見学 し舶O,更にその年

の11月23日から翌1858年 2月23日にかけてミシシッピ川以東の16都市で行われた-iii31とい

う ｢ローマの彫像｣("StatuesinRome")と題する一連の講演の中でも再三再四採 り上げ

て きた "Benvenuto Cellini"注32とこの ｢鐘塔｣のBannadonnaとの 関係 につ いて は

Morsbergerの研究が良く知られている｡

Morsbergerによると "acrucialepisodein T̀heBell-Tower'closelyresemblestwo

episodesinCellini'scareer"注33｢『鐘塔』における重要なエピソー ドはチェッリーこの経
歴における二つのエピソー ドと酷似 している｣とのことで,Morsbergerは "Cellini's

castingthestatueofPerseus"注34｢チェッリーこのベルセウス像の鋳造｣とBannadonna

の鐘の鋳造とを対比し,第一点としてそれぞれの鋳造に難色を示す公爵及び執政官をもの

ともしないCe11iniとBannadonnaに共通点を兄いだし,"Hisarrogantresponsetothe

DukeresemblesBannadonna'ssuperiortreatmentofhis Èxcellenza'''u35｢チェッリー

この公爵に対する倣慢な応対は 『閣下』に付するバンナ ドンナの見下した扱いに類似して
いる｣とし,第二点として

WhenBannadonna'sworkmenbalked,herushed"throughtheglow"andbrainedthe"chief
culprit"withhisladle.Likewise,oneofCellini'sfrightenedworkmencomplained,"Lookyou,

Benvenuto,youaregoingtoattemptanenterprlSeWhichthelawsofartdonotsanction,and

whichcannotsucceed."Celliniturnedonhiminfuryandcowedthecrewintosubmission,despite

the"glow"of"thatawfulheat.''注36

バンナドンナ付きの職人が怯むとバンナドンナは ｢灼熱の輝きの中｣を突進し ｢最も日に余る者｣
の脳天を手にした柄杓で打ち割った｡同様に,怯えたチェッリーニ付きの職人の一人が ｢いいです

か,ベンヴェヌートの旦那,あなたは芸術の按が認めない企てを試みようとしている,それが成功

する筈がない｣と文句を言うと,チェッリーニはカッとなってその男に向き直り,｢恐ろしい灼熱
の輝き｣をものともせず,自分に従うよう職人たちを脅した｡

ことを挙げている｡Morsbergerは更に続けて "Duringthecastingcrisis,Cellinistopped

shortofmurder,butearlierintheAutobiographyhestabbedtodeathamannamed

Pompeo.PopePaulIII,beforewhomhewascharged,absolvedhim,proclaiming,̀Know

thenthatmenlikeBenvenuto,uniqueintheirprofession,standabovethelaw…･'"注37

｢この鋳造の危機の間,チェッリーニは殺人を思いとどまるが,A『自伝』のもっと前の箇
所ではチェッリーニはボンベオという名の男を刺し殺している｡ チェッリーニは教皇パウ

ロ三世の前で告発されるが,教皇は 『ベンヴェヌー トの様な特殊な職業に携わる者は法を

超越しているということを心しなければならない』と主張してチェッリー二を免責した｣
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ェピソードも紹介している｡

確かにお互いが残したエピソー ドの面では,Morsbergerが言うように,Bannadonna

とCelliniの間に極めて近い類似性が認められるものの,ここで問題となるのはCelliniの

作品が数百年を経た現在でも優れた ｢本物の｣芸術として広く認められている一方で,

Bannadonnaの作品は本当に優れた芸術であったと言えるのか,という点である｡ Cellini

が法王から高い評価を受けたからといって,またそれゆえに罪を犯しても免責されたから

といって,単にそれだけでは後世に残る優れた芸術家にはなれなかったのと同様,

Bannadonnaが当時の権力者の庇護を受け,いかに大衆に気に入られていようが,ただそ

の点をもってBannadonnaの芸術が真に優れた芸術だと言うことはできない｡Celliniに

しろBannadonnaにしろ,｢真の芸術家｣であればその点は己自身誰よりも承知している

筈で,やはり双方にとって一番問題になるのはその作品の方なのである｡

6.傷の象徴

あらゆることが隠蔽されている｢鐘塔｣の中で,敢えて明らかにされている事柄もある｡

それはBannadonnaによる鐘の傷の隠蔽とそれがもたらした結果についてである｡"he

concealedtheblemishbysomepreparationwhichnoneknewbettertodevise"[176]

｢バンナドンナは誰にも判らぬような調合剤を案出してその傷を隠蔽した｣というが,鍾

の傷は表面的には隠せてもその脆さは隠しきれず,皮肉にもBannadonnaの国葬で実際

その鐘が打ち鳴らされる際,

Themassofquakillgmetal,tooponderousforitsframe,andstrangelyfeeblesomewhereatits

top,loosedfromitsfastening,toresidewaysdown.andtumblinginonesheerfall,threehundred

feettothesoftswardbelow,burieditselfinvertedandhalfoutofsight.

Uponitsdisinterment,themainfracturewasfoundtohavestartedfromasmallspotinthe

ear;which,beingscraped,revealedadefect,deceptivelyminute,inthecasting;whichdefect

mustsubsequentlyhavebeenpastedoverwithsomeunknowncompound.[186]

震える金属の塊は,それを囲う枠組みが耐えられないほどに重く,しかもその頂のどこかが奇妙に

脆弱に出来ていて,釣り鐘はその付け根から外れ,横向きにさっと落下した(｡そしてそのままもろ

に三百フィー ドFの草地に転がり落ち,半分ほども逆さに埋まり込んでしまった｡

掘り起こしてみると,主な裂け目は鐘の耳にあるほんの小さな箇所から発したことが判った｡そ

してその箇所を擦ってみると,鋳造の際に出来て,外からは目につかないほどに微少な傷が姿を見

せた｡この傷は何か得体の知れぬ調合剤で後に塗りつぶされたものに違いなかった｡

ということが発覚する｡ 本文中の記述によると鐘塔の時計が1時の鐘を打つ前に …the

mechanicianmustthenhavehurriedtothebell,togivehisfinaltouchestoits

sculpture."[185]｢彫刻に最後の仕上げを施すためにその機械師は鐘の元に急いだに違い
ない｣と想像され,"Trueartist,heherebecameabsorbed;anabsorptionstillftlrther

intensified,itmaybe,byhisstrivingtoabatethatstrangelookofUna:which,though,

beforeothers,hehadtreatedwithsuchunconcern,mightnotinsecret,havebeen

withoutitsthorn."[185]｢真の芸術家である彼はここで熱中し,ウナの表情の奇妙さを
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削り取ろうと奮闘し,それにより熱中の度合いが益々高じたのかもしれない｡他人の前で

は無関心を装いつつも,それが内心苦痛のタネになっていなかったとは言えまい｣と推測

されている｡ この推測を更にもう一歩推し進めるなら,｢其の芸術家｣であり ｢偉大な機

械師｣でもあるBannadonnaが,己が付けた鐘の傷の方には全く無頓着であったとは考

え難く,香,むしろ ｢他人の前では無関心を装いつつも内心苦痛のタネになって｣いたの

はUnaの表情ではなく,必ずや鐘の傷の方である筈で,｢真の芸術家｣であればあるほど,
｢偉大な機械師｣であればあるほど,刻々と定められた時刻が迫る中,修復しようにも修

復出来ないジレンマがBannadonnaを益々追いつめていったに違いない｡"Bythelooser

sort,whoencampedaboutthetowerallnight,lightswereseengleamingthroughthe

topmostblind-work,Onlydisappearingwiththemorningsun."[181]｢鐘塔の回りで徹
夜で野営した暇な連中によると,最上階の鎧戸から灯りが洩れて来るのが見え,夜明けと

ともに漸く消えていった｣とあるからには,この修復作業は夜を徹して続けられていた筈

で,それまで彼が過ごしてきた "somemonthsofmorethanusualsolitude"[176]｢常
にも増して孤独な数ヶ月間｣も,"thosewhothoughttheyhadsomefurtherinsight"

[176]｢深い洞察眼を持っていると自負している人々｣が灰めかした様に"notfornothing

didthemechaniciankeepsosecret"[176]｢あの機械師がこれ程までに秘密を保ってい
るのは余程の故あってのこと｣で,人知れず,傷の修復に向かっていたとは考えられまい

か?執政官が謝った,偶然鐘楼内に紛れ込んだとされる茶碗の存在も,Bannadonna自ら

説明した通り,正真正銘 "totesttheconditionofmetalsinfusion"[177]｢熔解中の金
属の状態を調べるため｣であったのだ｡世間が抱 く壮大なイメージとは相容れないこの

Bannadonnaの姿こそ,ここで初めて作品執筆当時のMelville自身の姿と重なってくる様

に思える｡

｢鐘塔｣の自伝的背景についてLeonHowardは次のように言う｡

"TheBell-Tower"was,moreprobablythananyofhisotherstories,Melville'scommentaryupon

hisowncareer.Asanauthor,hehadcreatedsuchFrankensteinmonstersasCaptainAhaband

Pierre,whohadseriouslydamagedhisreputationeventhoughtheyhadnotslainhimasthe

architectBannadonnahadbeenslainbyhismechanicalcreaturewhoseemedalive.注38

｢鐘塔｣はおそらく他の作品以上にメルヴイルの自分自身の経歴への批評であったのだ｡作家とし
てメルヴイルはエイハブ船長やピェ-ルといったフランケンシュタインもどきの怪物を作 り出し,

生きているように思われる自らの機械仕掛けの創造物によって創造主のバンナ ドンナが殺害された

ように殺害されることは無かったとはいえ,その怪物どもがメルヴイルの評判を著 しく損なってし

まったのである｡

鐘に刻んだUnaの微笑が他の姉妹たちとは異なり "fatal"[179]｢不吉｣だと執政官から
指摘されたところで,BannadonnaがUnaの表情を作 り替えようなどとは露ほども思わ

なかったのと同様,同時代の批評家,例えばFitz-James O'Brienから自らの作品,取り

わけ 『ピェ-ル』が `̀mostinexcusableinsanity'鳩 39｢どうにも言い訳の立たない異常さ｣

を示していると非難され,"LethimdiethimselfforayearortwoonAddison,andavoid

SirThomasBrowne''注40｢-,二年はアデイソンを読んで重い文体をダイエットし,サー･
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トマス ･ブラウンは避けるように｣という "alittlewholesomeadvicemaysavehim a

hundredfuturefollies''榊 1｢あるちょっとしたためになる忠告が将来の百の愚行から救っ

てくれるかもしれない｣ことをMelvilleが信じ,喜んでその忠告に従ったとも考えられ

ない｡なぜならともにそんなことは真の芸術家としてのプライドが許す筈がないからであ

るO さりとてBannadonna同様Melvilleも人間,"Ⅰ'dstrikethesunifitinsultedme.''枇

｢自分を侮辱する者であればたとえ太陽にでも打ち掛かる｣と豪語したAhabも,結局片

足に障害を持つ身では,そのあまりにも大きなプライドは支えきれず,外れた鯨骨の義足

でしたたか "groin"舶 3｢鼠径部｣を打つという無様な姿態をさらしていたのと同様,

Bannadonnaの "groinedbelfry"[186]｢窄篠形の鐘楼｣も傷の部分がもとで外れた鐘の
重さを支えきれずに脆くも倒壊する｡ 直そうにも最早直せないBannadonnaの鐘の傷も,

Ahabの鯨骨の足 も,人間としての限界,弱点を象徴するHawthorneの ｢癒｣("The
Birthmark")に相当し,Bannadonnaの場合には更に消そうにも消せない弟殺しという重

大な罪を隠蔽したカインの熔印にさえ通じるものと考えられる｡ Melville自身にとっては

"Thetensionbetweenhisprofessionasapopularauthorandhissenseofhimselfasa

seriousartistinevitablyplacedaheavystrainonhisspirit,andcertainofthetaleshe

publishedduringthisperiod(̀TheHappyFailure,‥ TheFiddler,'and J̀immyRose,I

forexample)Shadowforthintheirautobiographicalimplicationsafrustratedmoodof

impotenceanddefeat."湘 4｢メルヴイルは人気作家としての職業と純粋な芸術家であると

いう自覚との間の緊張により相当な重圧を精神に受けたのであり,(例えば 『めでたい失

敗』や 『ヴァイオリン弾き』『ジミー ･ローズ』といった)この時期に出版された幾つか
の物語には,それとなく示されている自伝的な暗示にどうしようもない無力感,挫折感の

兆しが見える｣とKimeが指摘している通り,己のペン一本で家族を支え,養っていかな

ければならない状況の下,芸術至上主義か?売れる小説か ?という選択は人生の重大な岐

路に立たされる選択であり,Melville自身やはり相当な緊張状態に置かれていたことは否

めず,そこで些かなりとも売れる小説へ,という誘惑に屈してしまえば,今度はその傷を

隠蔽しつつ真の芸術家として生きてゆけるのか?という新たなジレンマに直面することに

なってしまう｡

Unaの表情についての執政官の追及に対し,Bannadonnaは "alawinart,whichbars

thepossibilityofduplicates"[179]｢複製の存在を禁じる芸術の提｣なるものを示してみ
せる｡ 作品は,一度失敗したら,最早やり直しは効かないのである｡Bannadonnaの鐘の

"duplicate''｢複製｣が1年後,地震により鐘楼共々倒壊 してしまうのも,Bannadonna
の破滅同様,まこと ｢真の芸術｣の淀からいったら "necessity"[174]｢必然｣の結未で
あったのかもしれない ｡

削 HermanMelville, "TheBelLTower." ThePiazzaTalesa,ldOthe,P,(I.-♂Pi即･ピ∫,1839-1860.

vol.90ftheNorthwestern-NewberryeditionofTheWriting.Y(が1HermlJTIMelH'Ile,ed.Harrison
Hayfordetal.(Evanston&Chicago:NorthwesternUniv.Press&NewberryLibr;try,1986上

p.175.以下 ｢鐘塔｣からの引用は全てこの版を用い,頁数は本文 [ ]内に示すこととする｡

注2 "theDarkAges"とは 『研究社新英和大辞典第五版』によると ｢暗劉 寺代 ((酉ローマ帝国の
滅亡 (476年)から紀元1000年頃までのヨーロッパ中世初期の旧称 ;この期間を知的暗黒時代
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と考えたことによる ;時には文芸復興期までのヨーロッパ中世全体を指す ;cf.Middle

Ages)).｣

往3 EdgarAllanPoe,"Maelzel'sChess-Player,"TheCompleteTalesandPoemsofEdgarAllanPoe,

(NewYork:TheModernLibrary,1938),p.423.

lif･4 Ibid.,p.424.

注5 HermanMelville,Moby-DickorTheWhale,vol･60ftheNorthwestern-Newberryeditionof

TheWritingsofMermanMelville,ed.HarrisonHayfordetal. (Evanston& Chicago:
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